
１．事業評価の実施

２．事業評価結果の総括

３．各地区の評価結果

H2８H29H30 R元 R2 R3

農村振興局 北海道 旭川市
旭正・東旭川地域活性化推進
協議会

● ● ● ●
●
■ A 総合的に目標の達成状況が優良と認められる。

農村振興局 北海道 新冠町 新冠町観光振興推進協議会 ● ● ● ●
●
■ A 総合的に目標の達成状況が優良と認められる。

農村振興局 北海道 美幌町 美幌町観光まちづくり協議会 ● ● ● ●
○
□ A 総合的に目標の達成状況が優良と認められる。

（注１）　「事業実施段階」の凡例：　　○・・交付対象年度（計画）　●・・交付対象年度（実施済）　□・・目標年度（計画）　■・・目標年度（実施済）
　　　　　　　　　　　　　　　重点指導　　▽・・重点指導（通知）　▼・・重点指導（通知済み）　△・・重点指導（結果報告予定）　▲・・重点指導（結果報告）
（注２）　「評価」の区分：　　Ａ・・優良　Ｂ・・良好　　Ｃ・・低調

農村振興局 北海道 今金町
株式会社 TTNコーポレーショ
ン

● ●
■
▼

▲ （昨年度事業完了の重点指導地域）

（注１）　「事業実施段階」の凡例：　　○・・交付対象年度（計画）　●・・交付 R
　　　　　　　　　　　　　　　重点指導　　▽・・重点指導（通知）　▼・・重点指導（通知済み）　△・・重点指導（結果報告予定）　▲・・重点指導（結果報告）
（注２）　「評価」の区分：　　Ａ・・優良　Ｂ・・良好　　Ｃ・・低調

令和２年度　農山漁村振興交付金（都市農村共生・対流及び地域活性化対策）
事業実施主体　評価一覧

【①活動計画策定】　３件

農政局等 都道府県 市 町 村 事 業 実 施 主 体 名 評 価 コ メ ン ト

　令和２年度に実施された「農山漁村振興交付金（都市農村共生・対流及び地域活性化対策）」の事業について、「農山漁村振興交付金実施要領」（平
成28年４月１日付け27農振第2326号農林水産省農村振興局長通知）別紙１の第８の２の規定に基づき、評価を行ったので、その結果を公表する。

●地域資源活用対策及び人材活用対策（地域活性化対策）

事業実施段階
評 価

【⑧福祉農園等整備・支援事業】　１件

●農福連携対策（農福連携普及啓発等推進対策事業を除く）

　令和２年度に交付金事業を実施した北海道内の３地区について、取組の実施状況、成果等を総合的に評価した。
  その結果、優良と認められる地区が３地区との評価結果となった。
　また、今年度評価対象ではないが昨年度重点指導となっていた１地区については、来年度は重点的な指導、助言等は行わない。



４．第三者機関の意見聴取

【評価委員会　委員】

【令和２年度評価委員会の開催概要】

委員長：大江靖雄（東京農業大学教授）
委員：市田知子（明治大学教授）、加藤由紀子（北海商科大学非常勤講師）、木村宏（北海道大学教授）、森久美子（作家）

　１　日　時：令和３年８月17日（火）　14：00～16：00
　２　場　所：【Web会議】農林水産省農村振興局第３会議室
　３　概　要
　　　①　令和３年度評価対象地区の評価について
　　　　　 令和２年度に事業を実施した３地区について、評価案等に関して、了承を得た。
　　　　　 また、今年度評価対象ではないが昨年度重点指導となっていた１地区について、重点指導結果報告に関して了解を得た。
　４　主な意見
　　　　協議会の連携体制や新しい組織体の検討については、協議会の議事録を確認するなどして引き続き、課題や途中経過を把握する必要がある。

第２回評価委員会

第１回評価委員会

　農山漁村振興交付金実施要綱第６の規定に基づき、第三者機関である「農山漁村振興交付金（都市農村交流等）評価委員会」を組織し、評価に当たり意見の聴取を行っ
た。評価委員会の委員及び開催概要は以下のとおり。

　１　日　時 ：令和３年８月５日（木）　９：30～16：00
　２　場　所：【Web会議】（東京会場）農林水産省農村振興局第４会議室、（札幌会場）北海道農政事務所第２ビル２階会議室
　３　議事概要
　　　①　令和３年度評価対象地区の評価方法について
　　　　　 本年度における評価方法について説明し、了承を得た。
　　　②　令和３年度評価対象地区の評価について
　　　　　 令和２年度に事業を実施した３地区について、取組概要、評価案にi関して説明し、質疑応答を行った。
　　　　　 また、今年度評価対象ではないが昨年度重点指導となっていた１地区について、重点指導結果報告に関して説明し、質疑応答を行った。
　４　主な意見
　　　　一部の協議会の連携体制について、より詳しい展望が求められる。



　　　　　　　　　　　　　　　　 （別紙３）重点指導様式（指導結果）

2021年6月22日作成

都道府県名

市町村名

北海道

今金町

　
１． 評価委員会での評価コメント、目標達成に向けた指導・助言等

２． 低調と評価された要因

３． 目標達成に向けた方策

４． 改善状況

　２棟目のハウスが令和３年１月に竣工し、令和３年４月からいちご種苗の定植を行い、収穫は令和３年６月を予定している。
　いちごを使った新商品を開発し、いちご狩りイベントを定期的に開催した。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、雇用、売上、いちご農園利用人数は令和元年度の実績と横ばいであったが、２棟目ハウスの本格稼働による
令和３年６月以降の売り上げ増加と障害者就労の増員を図る。

H29
・障がい者の通年雇用の場としてのいちご農園の整備及び観
光農園としての活用

・令和３年1月に２棟目のハウスが完成
・いちごを使った新商品の開発、いちご狩りイベントを定期的
に開催

　昨年度の事業評価において指摘された２棟目のハウス建設が令和元年度にも着手されず、令和２年９月以降に着手予定。
　いちご栽培の通年化及び観光農園として障害者が通年就労可能な体制の構築を計画していたが、２年目（H30）に計画していた２棟目のハウス建設が
遅延したことにより、観光農園事業が実施できなかったことから、雇用・就労目標は17%、売上目標は21%、いちご農園利用人数は6%と目標に対して低調
であった。
　本事業の目標を達成させるために、２棟目のハウスの早期建設を実現し、いちごの生産性の向上を図っていただきたい。また、雇用・就労及び売上の
達成率上昇に向けて関係機関との連携をさらに強め、これまでに投下された当該交付金（国費）による成果が有効に活用されることを期待する。

　１棟目はいちご狩り等の観光体験用、２棟目は、いちご生産用として利用することで効率的な運営が可能と構想していたが、２棟目のハウス着工がされ
ていないことから、生産量が増加せず棟ごとの分担もできなかったため、売上、観光農園利用人数等の目標を達成出来なかった。
　また、障害者の雇用も１棟目のいちご生産者の２名しか雇用できておらず、目標を達成出来ていない。

　早急に２棟目のハウスを建設・稼働することで売上増加と障害者就労の増員が期待される。
　障害者のいちご栽培技術の向上による収穫量の増加、いちごを使った新商品の積極的開発、いちご狩りイベントの定期的実施等を行い、売上や観光
農園利用人数等の目標を達成出来るよう、引き続き活動を行うとともに、事業完了後の持続的な取組を図るためにも、関係機関と十分情報を共有しつつ
進めること。

事業採択
年度

取組概要（ソフト対策） 取組概要（ハード対策）

農山漁村振興交付金（都市農村共生・対流及び地域活性化対策のうち農福連携対策）　重点指導結果

事業実施主体名：株式会社TTNコーポレーション
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